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計画

・防災研修会（8・10・12・2 月）・夏
祭り、文化祭、冬祭りでの炊き出し訓練
（コロナの状況次第）・備品、資機材の
整備

200人

・防災意識を高め、災害に強い地域の絆
づくり推進・地域住⺠の防災意識向上

令和5年4月〜令和6年3月

250,000

250,000

200人

2

3

1

2

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 自主防災会、恩田地域づくり協議会

事業名 地域防災強化事業

事業内容
・防災訓練2/25（80人）・研修会参加（160
人）・夏祭り（35人）、文化祭(40人)、冬まつり
（70人）での炊き出し訓練

事業対象者 全地区⺠

参加者数（人） 385人

事業効果
・防災意識が高まった、訓練や炊き出し
は災害に強い地域の絆づくりに役立って
いる

事業期間 令和5年4月〜令和6年3月

予算額/決算額（円） 270,848

助成金充当額（円） 250,000

達成・未達成
の要因

避難訓練型ではなく、自主参加の研修型
で実施した為。

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 防災訓練参加人数

目標値/実績値 80人
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計画

・地区ソフトボール大会、ソフトバレー大
会、カローリング大会、ニュースポーツ・
日々の運動による健康管理推進・高齢者ス
ポーツ大会・地区の行事内で健康コーナー設
置・毎月第3水曜日は保健師による相談日・
歩こう会・ヘルシークッキング

500人

スポーツなどを通して地区住⺠の健康づ
くりと親睦を図る

令和5年4月〜令和6年3月

361,000

305,000

200人

3

2

2

2

達成・未達成
の要因

スポーツ行事の広報不足。

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 各大会に地区⺠の参加合計人数

目標値/実績値 160人

事業内容

・市⺠ソフトボール大会（16人）、市⺠バ
レーボール大会（8人）、カローリング大会
（86人）、ニュースポーツ大会（50人）、高
齢者スポーツ大会（200人）、健康相談（160
人）・歩こう会・ヘルシークッキング（20
人）

事業対象者 全地区⺠

参加者数（人） 540

事業効果

・スポーツを通じて健康管理・仲間と一
緒に運動を楽しむ・保健師来館時に体組
成測定や血管年齢、肌年齢などの測定を
通して前年との比較をして健康増進

事業期間 令和5年4月〜令和6年3月

予算額/決算額（円） 425,022

助成金充当額（円） 305,000

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 体育振興会、老人クラブ連合会、歩こう会、恩田地域づくり協議会

事業名 健康づくり事業
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計画

・センター、小学校の花壇整備、年2回
（11月・3月）清掃作業、出前講座・昼
休み学習会支援・テスト前学習支援・75
歳以上独居高齢者に贈る年賀状つくり・
子どもサポート事業

1500人
・小さな頃から地域に愛され見守られて
成⻑し、大人になってからは地域に必要
とされていることで自己肯定感をもって
もらう。・一流に触れて、夢を持つ。・
外に出て学び合い・貢献を通して親睦を
深める。

令和5年4月〜令和6年3月

145,000

145,000

10

3

3

2

3

達成・未達成
の要因

コロナが5類となり、様々な活動を再開
できた。

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 小中学校との連携事業数

目標値/実績値 9

事業内容

・センター、小学校の花壇整備年3回（60
人)・出前講座（20人）・75歳以上独居高齢
者に贈る年賀状つくり11/13（500人）・昼休
み学習会支援・テスト前学習支援(15人）・昼
休み学習会・昼休み学校で遊ぼう・昼休みコ
ンサート

事業対象者 全地区⺠

参加者数（人） 645

事業効果
・地域の方とのふれあいを楽しみにして
いる児童が多く心の安定に繋がってい
る。

事業期間 令和5年4月〜令和6年3月

予算額/決算額（円） 164,131

助成金充当額（円） 145,000

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 まちづくりサークル、恩田小学校学校運営協議会、常盤中学校学校運営協議会、おひさまクラブ

事業名 小中学校連携事業
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計画

・地区体育事業（健康スポーツまつり・
ウォーキングチャレンジ）・夏祭り（盆
踊り）・地区文化事業（文化祭・作品展
示）・新年互例会・冬祭り（神事・どん
ど焼き）・動画による地域活動紹介

1792人

・地区内の絆づくり・ふるさと恩田への
愛着心の増加・社会参加

令和5年4月〜令和6年3月

1,520,000

500,000

2000人

3

3

2

3

達成・未達成
の要因

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 各行事への延べ参加人数

目標値/実績値 2600人

事業内容

・健康スポーツまつり（200人）・
ウォーキングチャレンジ（50人）・夏ま
つり（1200人）・文化祭（500人）・新
年互例会（50人）冬まつり（600人）

事業対象者 全地区⺠

参加者数（人） 2600人

事業効果
・ふるさと恩田への愛着心の増加・空港
遊具の効果で夏まつりの来場者が増加

事業期間 令和5年4月〜令和6年3月

予算額/決算額（円） 1,478,785

助成金充当額（円） 500,000

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 恩田地域づくり協議会

事業名 地域づくり行事運営事業
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計画

・中学生とセンター前の門松をつくり三
世代交流と伝統の継承・小中学生と一緒
に常盤公園イルミネーション応募作品を
立案・作成。

368人

・三世代交流による文化の継承・高齢者
の居場所作り・地域の絆づくり・子ども
の創造性を高め共同作業の楽しさを知
る。

令和5年4月〜令和6年3月

150,000

100,000

400

3

3

2

2

達成・未達成
の要因

広報で呼びかけるが、一般からの参加者
が少ない

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 事業参加者数の増加

目標値/実績値 200人

事業内容
門松づくり（50人）・イルミネーション
製作（120人）・ウィンドウアート（30
人）

事業対象者 全地区⺠

参加者数（人） 200人

事業効果

・三世代交流による門松づくり・ときわ
ファンタジアでおんだ翼がアイディア賞
を受賞・ウィンドウアートでは、常盤中
学校美術部がテーマを考案

事業期間 令和5年4月〜令和6年3月

予算額/決算額（円） 118,903

助成金充当額（円） 100,000

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 老人クラブ連合会、おんだ翼、おひさまクラブ、恩子連、恩田地域づくり協議会

事業名 三世代交流事業
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計画
・春、夏、秋、年末年始の交通安全期間
の交通事故防止啓発活動・交通安全旗、
ポールの管理・新1年生の交通安全教
室・4年生の自転車教室・日々の登下校
の見守り活動・地区内イベント時の交通
整理

4873人

・交通事故の無いあいさつのいきかう地
域

令和5年4月〜令和6年3月

85,000

85,000

０件

3

3

3

1

達成・未達成
の要因

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 児童の交通事故数

目標値/実績値 0件

事業内容

・春、夏、秋、年末年始の交通安全期間
の交通事故防止啓発活動・交通安全旗、
ポールの管理・新1年生の交通安全教
室・4年生の自転車教室・日々の登下校
の見守り活動・地区内イベント時の交通
整理

事業対象者 全地区⺠

参加者数（人） 4900人

事業効果 ・児童の交通事故ゼロ

事業期間 令和5年4月〜令和6年3月

予算額/決算額（円） 122,275

助成金充当額（円） 85,000

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 交通安全協会恩田分会、見守り隊

事業名 交通安全事業
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計画

・「子ども110番の家」の維持・管理、
新規開拓・街頭補導、常盤中学校生徒の
下校指導・次世代育成

974人

・⻘少年の健全育成と非行防止及び安全
確保・子どもたちの自発的な活動展開・
地域の人とのふれあいが増え愛着が芽生
える。

令和5年4月〜令和6年3月

245,000

170,000

1件

2

3

1

3

達成・未達成
の要因

自転車施錠の啓発が大切、子ども110番
の旗新規1件は、日頃の街頭補導などで
適当な場所に満遍なく設置されているか
を考えているから。

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 子ども110番の旗設置個所新規1件/年、地区自転車施錠率80％

目標値/実績値 1件、地区自転車施錠率70％

事業内容

・「子ども110番の家」の維持・管理、
新規開拓・街頭補導(43人)、常盤中学校
生徒の下校指導(44人)・定例会(143人)・
地区行事(75人)・次世代育成・子ども会
行事(200人)・定例会(150人）

事業対象者 全地区⺠

参加者数（人） 655

事業効果
健全育成、非行防止、安全確保の効果は
あった。

事業期間 令和5年4月〜令和6年3月

予算額/決算額（円） 236,427

助成金充当額（円） 170,000

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 ふれあい運動推進員会、子ども会育成連絡協議会

事業名 ⻘少年の健全育成事業
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計画

・衛生部⻑、ゴミ減量推進委員の活動
（研修）・環境美化活動（空き缶拾
い）・ダンボールコンポスト講習会

696人

・ゴミ減量化・各家庭でできることの周
知・ダンボールコンポスト拡充

令和5年4月〜令和6年3月

120,000

100,000

120件

2

2

1

2

達成・未達成
の要因

無料化による制度の浸透

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 ダンボールコンポスト利用数

目標値/実績値 170件

事業内容

・衛生部⻑、ゴミ減量推進委員の活動
（研修会５/9・6/6）35人＋20人/100人
中・環境美化活動（空き缶拾い7月/10
月）20人+29人・ダンボールコンポスト
講習会（6月・9月）12人+4人、ダンボー
ルコンポスト申請者年間 170人

事業対象者 全地区⺠

参加者数（人） 290

事業効果
・ごみ減量化・段ボールコンポストの普
及

事業期間 令和5年4月〜令和6年3月

予算額/決算額（円） 104,610

助成金充当額（円） 100,000

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 環境衛生連合会恩田支部

事業名 ごみ減量化事業
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計画

・印刷費・食品営業賠償共済・市コミュ
ニティ会費・消耗品費・備品費・広報
費・女性部運営費・自治会連合会事業
費・センター運営費

573人

・地区の情報発信による伝達の利便性・
動画による活動紹介・他の市町村の活動
からの学びと交流・ふるさとへの愛着

令和5年4月〜令和6年3月

520,000

261,800

ユーザー数1.2万＋5000

3

3

3

3

達成・未達成
の要因

HPのアナリティクスの改定で、過去の
データが7月時点1.4万人のところで切り
替わったが、4か月でユーザー数は2000
人増加

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 ホームページユーザー数の増加

目標値/実績値 1.4万人（2023年7月）

事業内容

・印刷費・食品営業賠償共済・市コミュ
ニティ会費・地域活動の日経費・消耗品
費・備品費・広報費・女性部運営費・自
治会連合会事業費・センター運営費

事業対象者 全地区⺠

参加者数（人） 580

事業効果

・熊野町（広島県）からHPを見て視察の
依頼があり対応した。これまでの活動を
振り返ることができたこと、他の地区の
方と交流できたことは有意義だった。

事業期間 令和5年4月〜令和6年3月

予算額/決算額（円） 462,032

助成金充当額（円） 261,800

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 恩田地域づくり協議会、女性部、自治会連合会

事業名 地区活性化事業
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計画

・お楽しみ昼食会（6月・10月）・福祉委員だより
の配布、三世代交流スマホ教室・年10回のひよこ
ランド、年12回のひよこミルク開催で⺟子同⼠の
交流を祖⽗⺟世代がサポート、ひよこリラックス
タイム・オレンジほっとサロン開催・認知症SOS
模擬訓練・認知症サポーター養成講座

3743人

・1人1人が豊かに安心して住める地域の
輪づくり・高齢者が社会とのつながりを
広げる・孤独化の解消・デジタルへの対
応力をつける・子ども達の成⻑を楽しみ
に親同⼠の交流の場作り

令和5年4月〜令和6年3月

242,000

131,400

4,000

3

3

2

3

達成・未達成
の要因

共働き世帯の増加により日中の小さな子
の集いの参加者が減少、高齢者のお世話
をしている人の息抜き・参加を促す呼掛
けが必要

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 福祉事業参加者数増加

目標値/実績値

事業内容

・お楽しみ昼食会（6月・10月）300人・福祉委員だより
の配布480人、三世代交流スマホ教室100人・年10回のひ
よこランド、年12回のひよこミルク開催で⺟子同⼠の交
流を祖⽗⺟世代がサポート、ひよこリラックスタイム
400人・オレンジほっとサロン開催260人・オレンジキッ
ズサポーター養成講座（8/21・12/26）120 人・認知症
サポーター養成講座（3/16）24人、お手紙クラブ(2/21
〜)30人

事業対象者 全地区⺠

参加者数（人） 1,714

事業効果
・子ども達の成⻑の見守り、親同⼠の交
流、保健師・包括センターとのつながり
がアップ

事業期間 令和5年4月〜令和6年3月

予算額/決算額（円） 226,360

助成金充当額（円） 131,400

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 社会福祉協議会、⺟子保健推進委員会、⺠生児童委員協議会、見守りネットワーク

事業名 福祉活動事業


